
蓬萊町第四町会自主防災部

〇平成１８年以降、毎年町内会での訓練を実施し、コロナ化でも訓練を中止するこ
となく、非接触型でのシェイクアウト訓練など「今できる訓練」を継続してきた。
〇令和５年度は町会長自らが指導員となり、心肺蘇生法・AED取り扱い訓練を実
施。
〇令和４年３月１６日の福島県沖地震の際には、町内会役員による町内巡視による
被害等の確認を実施。

渡利三町会（北部・春日・扇田）
自主防災組織

〇平成２７年から近隣の組織との連携を深めるべく、北部・春日・扇田の三町会が
合同で訓練を実施している。
〇訓練内容も工夫し、子どもから高齢者まで参加しやすいような内容を取り入れて
いる。

福島市　優良自主防災組織の活動

受賞年度 組織名 活動内容

令和３年度

北原町内会自主防災組織

東浜町会自主防災組織

〇毎月１５日を「防災の日」とし、当地区で放火が多発した２３年前から毎月夜警
を継続し、地域の安全・安心を守るために活動している。
〇町内会エリア内の株式会社サンレディと「災害時相互応援に関する協定」を締結
し、企業の駐車場を災害時の一時避難場所としている。

令和４年度

五月乙女団地自治会自主防災組織

〇地区内における高齢化対策の一環として、自治会が把握している一人暮らし高齢
者世帯名簿を活用した安否確認と、避難誘導を実施するとともに、高齢者等世帯
は、安全・無事を知らせるためタオルなどをドアノブやポストへ掲示する安否確認
訓練を実施するなど独自に工夫した訓練を実施。
〇消防機関と連携し住宅用火災警報器の未設置世帯へ設置した。
〇令和４年３月１６日の福島県沖地震発生時、町会長をはじめとした役員数名で、
一人暮らし高齢者宅を訪問し安否確認を実施している。

成川区自主防災会

〇防災訓練は毎年実施し、区長及び各町内会長が中心となり多数の町会員の参加が
あり活発な防災活動を実施しており、地元消防団の協力しながら、幅広い訓練を実
施している。
〇地区独自の名簿を整備し、ひとり暮らし・避難行動要支援者の把握や地区内の諸
団体との協力・連携、役割分担の明確化、連絡体制の具体化を図った。

令和５年度

町丸子町内会自主防災組織

〇「無事です」タオルを町内会費で作成し、タオルを活用した町内会独自での防災
訓練の実施。
〇また、町内会で定期的に発行する「防災だより」を各班に回覧し、会員の継続し
た防災意識の高揚に繋げている。
〇さらに高齢者の住宅用火災警報器未設置世帯に、消防機関と連携しフォローアッ
プの実施。

〇災害時の活動を円滑に行うため、平成２２年より毎年定期的に訓練を実施してい
る。
〇平時から地域住民一人ひとりに組織体制と各班の活動内容を確認するため毎月役
員会を開催し、町内会役員の連携を密にして防災意識を高めている。
〇令和３年２月の福島県沖地震時において、各班長へ連絡をとり被害情報の収集に
より被害の有無を確認するなど、訓練したことを災害時に実践している。

令和２年度

太平寺町会自主防災会

〇地元企業と地域防災協定を締結し、水害時等の避難施設の確保や地元遊技場駐車
場を一時避難場所としての確保を行い、地域住民や近隣住民の受入れ体制の整備を
行っている。
〇令和元年東日本台風（台風１９号）時にも、地域住民のほか、他の地域住民も受
入れを行った。

令和６年度

富塚町内会自主防災会

〇コロナ禍の令和２年を除き、毎年防災訓練を実施している。
〇今年度は町内会全世帯に配布した「黄色い無事ですタオル」を活用した掲示確
認・報告訓練を行うとともに、心肺蘇生法とAEDの実技訓練を実施。
〇さらに、地域の課題を想定した「災害対応図上訓練（DIG）」の実施や町会で所
有した災害用発電機を活用した「災害時市民協力井戸の汲み上げ訓練」を実施する
など、地域の実情に応じた訓練を実施。

笹木野町内会自主防災組織

〇地元消防団と連携を図り、より実践的に消火、救出、搬送、応急手当を連動して
行う「避難パッケージ訓練」を市内で初めて採用。本取り組みは、効果的な訓練と
して他の組織の模範になっている。
〇今年度は地震対応に特化した「地震パッケージ訓練」を実施し、災害対応力の幅
を広げる努力をするなど、高い防災意識をもっている。



平成２９年度

下並松親和会自主防災組織

上名倉地区自主防災会

令和元年度

谷地町内会自主防災会

平成３０年度

遠原団地町内会自主防災会

蓬莱町第七町会自主防災組織

平成２８年度

中条町内会防災会

八木田町内会自主防災部会

〇毎年若い世代から高齢者世代までの幅広い世代の住民が参加し、さまざまな訓練
を行っている。
〇自分たちでできる水害対応やライフライン寸断時を想定した訓練を実施。
〇訓練の高齢化問題に対し、地域育成会と協力し、若い世代や子供たちの訓練参加
を積極的に呼びかけしている。

〇毎年避難誘導をはじめとした、初期消火・救護訓練等を継続的に実施している。
〇地域防災訓練にも多くの住民を参加させ、地区における防災訓練の中心的な役割
を担っている。
〇東日本大震災の時には、一人暮らし高齢者の安否確認や法面崩壊箇所への立入を
制限なども行い、地域住民の安全確保にも取り組んでいる。

〇毎年、実施方法に工夫を凝らし効果的な訓練やＤＩＧ訓練の実施。
〇住宅用火災警報器等の設置促進について、日頃からの防災活動に積極的に取り組
んでいる。

〇水消火器による消火器取り扱い訓練や簡易担架作成訓練など様々な訓練の実施。
〇地区における位置情報や活動情報が一目でわかる「防災マップボード」を作成し
ている。
〇地元消防団や防災士との連携も図り、防災組織活動の育成強化に努めた取り組み
を実施。

〇初期消火、救急救護、地震対策など毎年定期的な訓練の実施。
〇独自に町内会の地図を作成し、町内の活動に使用するなど地域特性を把握し、地
域の住民を守る取り組みをしている。
〇災害図上訓練（ＤＩＧ）の取り組みも行っており、地域の強み弱みを理解し、そ
の改善策を考えるきっかけとして効果をあげた。

〇東日本大震災の経験から、災害時の対策に関するアンケートを町内会で実施しし
地区の防災に役立てている。
〇地域独自の防災計画の立案及び適宜改正を行っている。
〇避難所や避難ルートを災害種別ごとに記載するカードを作成し、「自助・共助」
を自主的に実施。

〇班長以上のリーダーを中心に定期的な訓練を実施し、平成２８年度からは災害図
上訓練（ＤＩＧ）を取り入れ、検討課題を明らかにし、住民同士の情報共有により
災害に強いコミュニティ作りに取り組んでいる。
〇高齢者にも住宅用火災警報器の重要性を理解してもらうため、住宅用火災警報器
モデルハウスを活用した訓練も実施し、住宅用火災警報器設置の促進に努めてい
る。

田沢町会自主防災組織

〇災害図上訓練（ＤＩＧ）により地域の危険箇所や避難経路等の確認、災害時にお
ける対策の検討や心肺蘇生法、ＡＥＤ取扱い訓練等、様々な災害や事故を見据えて
訓練を実施。
〇令和元年東日本台風（台風１９号）時は接近に伴い、役員により事前に対応協議
を行い、被害が発生している箇所はないかの確認や一人暮らし高齢者宅を訪問し、
安否確認と避難に関する注意喚起を実施するとともに安全を確保するため、十数名
の一人暮らし高齢者を避難所（蓬莱学習センター）に避難させた。


